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は認められなかった　cChAT陽性線経はcerebrobrachial tract (CBT)およびaxial nervecord
(ANC)の神経網に認められた0
2) pChAT陽性のバリコシティを有する神経線経はCBT、 ANC神経網、神経節や神経節間の連絡
線経に認められた。また、吸盤の感覚細胞並びに表皮・筋肉内にはバリコシティを持たない
pChAT陽性線経を認めた。一方、 pChAT陽性神経細胞は脚内の神経節内に認められた。
これらの結果からcChAT陽性線経は脳由来であり、 pChAT陽性線経は脚独自のものと推測さ
れた。また、 pChAT陽性線経と運動・感覚系制御との関連が示唆された。
本論文は、タコ脚内のコリン神経系支配様式について形態学的に新しい知見を与えたものであ
り、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に
値するものと琵められた。
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